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【羽後町内事業所】

１．アンケート送付事業所数　　100事業所 （秋田県雄勝郡羽後町内）

２．アンケート回答事業所数　　37事業所　（回答率37.0％）

３．アンケート集計結果

・全従業員のうち女性の割合 55.4% (875/1,580人）

・管理職のうち女性の割合 23.0% (29/126人）

・女性管理職がいない事業所の割合 48.6% (18/37事業所）

全従業員数（人） 705 875 1,580

管理職人数（人） 97 29 126

非正規従業員（人） 155 313 468

平均年齢 47.3 42.4

平成30年度　女性の活躍推進に関する事業所アンケート結果

男性 女性 計

（2018年8月実施）

44.9

平均勤続年数 12.4 11.5 12.0
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支社・営業所 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 0

本社・単独事業所 2 0 3 7 0 0 2 1 0 0 1 7 0 1 4 0

未記入 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

アンケート回答事業所区分
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【羽後町内事業所】

【集計結果の端数処理】

【問2】その他

・総合事業のため女性職員の比率が高まりすぎても事業に支障が出る。

・問題なし。

・充分女性が活躍している。家事育児の大変さをお互いに理解しあって協力している。

　１．回答比率は、小数点第２位以下を四捨五入して端数処理を行っているため、個別
     に積み上げたパーセントの合計が100％にならない場合があります。
　２．回答比率の分母となる回答数は、「ｎ」として掲載しています。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

増やしていく

変わらない

減らしていく

無回答

40.5%

56.8%

2.7%

0.0%

【問１】女性従業員の比率を高めることについてどのように考えていますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

女性は家庭責任を考慮する必要がある

時間外労働、深夜勤務をさせにくい

一般に女性の職業意識が低い

管理職や同僚男性の認識、理解が不十分

顧客や取引先など社会一般の認識、理解が不十分

その他

無回答

37.9%

20.7%

5.2%

12.1%

10.3%

10.3%

3.4%

【問２】女性の活躍を進めるうえでどのような問題があると思いますか。

（複数回答可）

<ｎ＝37>

<ｎ＝58>

2



【羽後町内事業所】

【問3】その他

・事業所での取り組みには限りがあるので、国として女性の育児、家事支援を手厚くしてほしい。

【問4】その他

・3の「管理職への登用に十分な経験・・・」に近いと思うが、昨年女性課長が任が重いと辞退した。

・平成29年度は女性管理職が１名いたが定年退職となり0名になった。

・たまたま配置がないだけ。他部署にはいる。

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

女性の意識啓発のための研修等への参加

性別にとらわれない公正・透明な人事管理制度、評価制度

人材育成の機会を男女同等に付与

男性従業員の意識啓発の実施

時間外勤務の削減

出産・育児休暇等からの職場復帰に関する支援

取り組む必要はない

その他

17.6%

18.7%

13.2%

8.8%

13.2%

25.3%

1.1%

2.2%

【問３】女性が能力を発揮するにあたって、どのような取り組みが必要だと思われ

ますか。（複数回答可）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

適当な職種、業務がない

管理職に対する女性の意識が低い

管理職への登用に十分な経験、能力を有する女性がいない

男性従業員の理解が進まない

女性従業員が希望しない

女性従業員が少ない、又はいない

その他

23.1%

3.8%

15.4%

3.8%

19.2%

15.4%

19.2%

【問４】女性管理職の人数が０人と回答された事業所におたずねします。

その理由は何ですか。（複数回答可）
<ｎ＝26>

<ｎ＝91>
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【羽後町内事業所】

【問5】その他

・2の「30％を目標に取り組む」に近いが50％を目標に取り組む。

・特に目標は設定しておらず、適任者がいれば登用する。

・すでに女性が管理職であり、長年そうなっている。

【問6】その他

・進めている。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

独自の目標を設定して取り組む

30％を目標に取り組む

既に30％を達成しているが、更に登用を増やしていく

必要性がないので、取り組む予定はない

その他

無回答

29.7%

5.4%

2.7%

43.2%

13.5%

5.4%

【問５】今後、女性管理職の登用についてどのように取り組みますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

進めた方が良いと思う

できれば進めた方が良いと思う

進めない方が良いと思う

その他

70.3%

27.0%

0.0%

2.7%

【問６】結婚、妊娠、出産等に関わりなく、女性が就業を継続することについてど

う思いますか。

<ｎ＝37>

<ｎ＝37>
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【羽後町内事業所】

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

会社にとってメリットがある

能力のある女性がやめてしまうのは損失である

経済の活性化など社会のため

女性の管理職登用を進めるため

ダイバーシティ（多様性）を進めるため

その他

21.5%

52.3%

9.2%

3.1%

13.8%

0.0%

【問７】問６で、「進めた方が良い」又は「できれば進めた方が良い」と回答され

た事業所におたずねします。その理由は何ですか。（複数回答可）
<ｎ＝64>

【問８】問６で「進めない方が良い」と回答された事業所におたずねします。

その理由は何ですか。（複数回答可）

問６で「進めない方が良い」と回答した事業所はありませんでした。
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【羽後町内事業所】

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

勤務時間の柔軟化

残業縮減

業務改善

時間管理意識の向上

特別休暇の制度拡充

その他

29.5%

31.1%

18.0%

6.6%

11.5%

3.3%

【問９】ワーク・ライフ・バランスの推進につながる取り組みをしていますか。

（複数回答可）
<ｎ＝61>

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

10％未満

10～19％

20～29％

30～39％

40～49％

50～59％

60～69％

70％以上

無回答

16.2%

13.5%

16.2%

10.8%

2.7%

13.5%

10.8%

8.1%

8.1%

【問10】年間の有給休暇の取得率は事業所全体でどのくらいですか。 <ｎ＝37>

6



【羽後町内事業所】

【問11】その他

・有給休暇取得率は32％だが、特別休暇、看護休暇、介護休暇を時間単位で取れるため利用が多い。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

時間単位、半日単位など柔軟な有給休暇取得制度

職場での取得しやすい雰囲気づくり

経営者による有給休暇の取得奨励

業務の補完・協力体制の整備

特に実施していない

その他

36.2%

24.1%

5.2%

12.1%

20.7%

1.7%

【問11】有給休暇の取得を促進するためにどのような取り組みをしていますか。

（複数回答可）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんどなし

15時間未満

15～30時間未満

30～45時間未満

45～60時間未満

60時間以上

無回答

45.9%

29.7%

13.5%

2.7%

5.4%

0.0%

2.7%

【問12】平成30年7月1カ月間の従業員の平均的な残業時間は何時間ですか。 <ｎ＝37>

<ｎ＝58＞
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【羽後町内事業所】

【問14】その他

・そこまでの仕事量がない。

・残業は仕事の進み具合による（0.5Ｈ～1Ｈ程度は有）。

・ローテーションを組んでいる。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

0%

1～4％

5～9％

10～14％

15～19％

20％以上

無回答

86.5%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

2.7%

8.1%

【問13】60時間以上残業している従業員は、全従業員の何％に当たりますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ノー残業デーを設定している

残業の事前承認制を取っている

長時間労働ではなく、時間効率を意識させる仕組みづく

りをしている

職場の消灯などを強制的に実施している

特に実施していない

その他

無回答

7.5%

20.0%

27.5%

0.0%

35.0%

7.5%

2.5%

【問14】残業を削減するために取り組んでいることはありますか。

（複数回答可）

<ｎ＝40>

<ｎ＝37>
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【羽後町内事業所】

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

代替要員の人材確保が難しい

企業側の経済負担が大きい

上司や同僚の理解が得にくい

顧客や取引先の理解が得にくい

復職するかどうかの保証がない

復職した後、通常業務に戻るまで時間がかかる

その他

無回答

54.5%

15.2%

1.5%

0.0%

15.2%

12.1%

0.0%

1.5%

【問16】育児休業制度を利用する際にどのような課題があると思いますか。

（複数回答可）

<ｎ＝66>

いる（男性）

6人
18.8%

いる（女性）

26人
81.3%

【問15】平成29年度に育児休業制度の対象となる従業員は何人いましたか。

育児休業制度の対象となる従業員のう

ち、育児休業を取得した人とその割合

男性 0人 （ 0%）

女性 25人 （96.2%）

<ｎ＝32>

<ｎ＝26>

<ｎ＝6>
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【羽後町内事業所】

【問17】その他

・申請により小学校入学前の子供がいる方は所定労働時間の短縮、看護休暇が一人につき年５日ある。

・仕事内容の軽減。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

始業時刻の繰り下げ、または終業時刻の繰り上げ

配置転換の考慮

時間休の取得

特に実施していない

その他

無回答

26.9%

11.5%

26.9%

28.8%

3.8%

1.9%

【問17】育児休業制度以外に従業員の育児に関する独自の支援制度はあります

か。（複数回答可）
<ｎ＝52>

いる
13.5%

いない
81.1%

その他
0.0% 無回答

5.4%

【問18】過去３年間で介護休業を取得した従業員はいますか。

介護休業制度の対象となる従業員のう

ち、介護休業を取得した人とその割合

男性 2人 （33%）

女性 4人 （67%）

【問18】は何人いましたか。【問18】過去３年間で介護休業を取得した従業員はいますか。 <ｎ＝37>
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【羽後町内事業所】

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

面談による把握

本人の申告のよる把握

特に把握していない

その他

無回答

5.4%

70.3%

13.5%

0.0%

10.8%

【問19】介護の問題を抱えている従業員の把握はどうしていますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

介護休業制度や介護休暇制度等に関する法定の制度を

整える

介護に関する相談窓口や相談担当者を設ける

介護の問題がある従業員に経済的支援を行う

仕事と介護の両立に関する理解を深めるための研修等

に参加させる

特に取り組む予定はない

その他

26.2%

11.9%

9.5%

14.3%

33.3%

4.8%

【問20】仕事と介護の両立を目的として、現在取り組んでいることや今後取り組

みたいと考えていることはありますか。（複数回答可）
<ｎ＝42>

<ｎ＝37>
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【羽後町内事業所】

【問21】　自由記述

➢育休取得に関しては、子育てを応援したい気持ちは強くあるが、職場復帰あるいはフルタイム勤務の復
帰時期が本人から具体的に示されないと周りのスタッフへの負担が大きくなる（勤務時間、業務量だけでな
く、精神的にも「いつまで休むの？」「いつになったら終業までいるの？」という不安→不満）。小さな職場だ
と代替スタッフを確保したり雇うことが難しい。→ハローワーク以外でも医療機関勤務経験がある方の登録
情報等あれば人員不足の際に声をかけやすい。

➢経営者が社員の意見、考えをよく聞き、経営に反映させる事。能力のある女性社員にチャンスを与えるこ
と。

➢全ての分野で女性の活躍を期待したい。それには女性という「甘え」を捨て、覚悟と自己研鑽が必要であ
る。これから益々女性が羽ばたく時代になると思う。
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湯沢市協働事業推進課　協働のまちづくり班
〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町１番１号
℡ 0183-55-8249 FAX 0183-73-2117 
E-mail kyodo@city.yuzawa.lg.jp
市ホームページ http://www.city-yuzawa.jp/


